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　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善を受け設備投資が緩やか

に増加し、また、個人消費にも明るさが見えるなど緩やかながらも回復傾向にありました。

一方で当社グループが属するコンクリート製品製造業界におきましては、建設投資が下げ止

まる兆しも見えず、同業者間の過当競争に歯止めはかからぬまま依然として厳しい状況のな

か推移いたしました。

　このような経営環境下で当社は、前連結会計年度より本格実行しております「新中期経営

計画（平成16年4月１日～平成21年3月31日）」の達成に向け、改革の柱である営業戦略の強

化及びコスト削減に鋭意努力し、市場変化を意識した経営への転換に努めてまいりました。

　また、それらの効果に加えて災害復旧工事の特需とあいまった結果、当中間連結会計期

間の売上高は44億４百万円（前中間連結会計期間　40億29百万円）、経常利益は18百万円（

前中間連結会計期間　経常損失３億40百万円）、中間純利益は23百万円（前中間連結会計

期間　中間純損失２億93百万円）となりました。

　なお、当社グループの売上高は公共工事の関連が多いため季節的変動が著しく、事業年

度の下期偏重の事業特性を有しております。そのため、中間連結会計期間の業績は、通期

の業績に相応した業績にはならない傾向にあります。

業 　　績

１．業績等の概要
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当中間連結会計期間

・自　平成17年4月1日
　・至　平成17年9月30日

（千円）　
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合　　　　計　



　現在の経済情勢はというと、設備投資や雇用情勢の改善あるいは個人消費の緩やかな持ち

直しなど、徐々に明るさが見え始めてはいるものの、原油価格、米国・中国経済をはじめとする

世界経済の動向等、景気回復に影響を及ぼす不透明な要素も多く存在し、楽観視できない状

況にあります。

　また、当業界におきましても自然災害復興のための特別予算が各地方に交付されはしたも

のの、公共工事の縮減傾向は変わらず、依然として厳しい経営環境が続くものと思われます。

このような状況下、当社グループは、新中期経営計画・２年目の目標達成に向けて、グループ

会社間の機能連携強化によるコスト削減と生産性向上を図り、収益力を高めてまいる所存でご

ざいます。
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２．対処すべき課題

３．研究開発活動

研究開発のテーマ及び成果

研究開発の取り組み方

　当社グループは、社会資本整備に貢献する製品づくりを目指し、「防災」、「循環型社会」、「

環境問題」、「コスト縮減」等をテーマに製品開発を行っております。製品の開発にあたっては、

事業企画部開発・設計グループが中心となって商品化を進めております。

　なお、当中間連結会計期間における研究開発費の総額は、10百万円であります。

防災への取り組み

集中的降雨による河川災害の発生を抑制するために、特に都市部に適した一時雨水貯留

施設及び雨水浸透製品等の開発を推進しております。

循環型社会への対応

一般ごみ溶融スラグ細骨材を使用したコンクリート製品の開発を目指し、各地域大学と共

同で調査研究を行うとともに、産学官の取り組みにより研究成果の実証及び実用化を推進

しております。

環境問題への対応

河川における環境問題への対応は、コンクリート製品の形状・構造及びポーラスコンクリー

トの応用を検討する等、生態系に配慮した環境保全型製品の開発に取り組んでおります。

コスト縮減への対応

公共工事における構造物構築のコスト縮減を目指し、現場打ち構造物のプレキャスト化に

よる省人省力化及びコンクリート製品構成材の分割化、軽量化、薄肉化を図った製品の開

発に取り組んでおります。 



株式の総数等

３

４．株式等の状況

１株当たり情報

（１）株式の総数

（２）発行済株式

　　　

　　  　

　  

　　　

種 　　　類

普通株式

第１回優先株式

中間会計期間末現在発行数（株）

（平成17年9月30日）

5,506,000

2,000,000

7,506,000

上場証券取引所名

株式会社ジャスダック

証券取引所

非上場

―計

種　　　類 会社が発行する株式の総数（株）

普通株式

優先株式

計

20,024,000

2,000,000

22,024,000

５．中間連結キャッシュ・フロー

　

 前中間連結会計期間
・自　平成16年4月1日
・至　平成16年9月30日

△87円60銭
１株当たり
純資産額

53円76銭
１株当たり

中間純損失

 当中間連結会計期間
・自　平成17年4月1日
・至　平成17年9月30日

56円38銭
１株当たり
純資産額

5円15銭
１株当たり

中間純利益

     前連結会計年度
・自　平成16年4月1日
・至　平成17年3月31日

52円04銭
１株当たり
純資産額

76円75銭
１株当たり

当期純利益

 前中間連結会計期間
・自　平成16年4月1日
・至　平成16年9月30日

当中間連結会計期間
・自　平成17年4月1日
・至　平成17年9月30日

    前連結会計年度
・自　平成16年4月1日
・至　平成17年3月31日

Ⅷ.現金及び現金同等物

     の中間期末（期末）残高

Ⅶ.新規連結に伴う現金

    及び現金同等物の増加額

Ⅵ.現金及び現金同等物

    の期首残高

Ⅴ.現金及び現金同等物

    の増減額（減少：△）

Ⅳ.現金及び現金同等物

    に係る換算差額

Ⅲ.財務活動による

    キャッシュ・フロー

Ⅱ.投資活動による

    キャッシュ・フロー

Ⅰ.営業活動による

    キャッシュ・フロー △396,395

△110,176

261,750

―

△244,822

1,151,291

1,048

907,517

966,253

△6,630

△274,175

―

685,447

401,752

―

1,087,200

△679,220

873,605

△944,972

―

△750,587

1,151,291

1,048

401,752

区　分　 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）



４

６．中間連結財務諸表等

中間連結貸借対照表

5,337,649

3,917,897

9,255,547

5,631,945

2,923,292

8,555,238

6,608,699

2,948,746

9,557,446

平成16年9月30日 平成17年9月30日 平成17年3月31日

（資産の部）

Ⅰ　流動資産

Ⅱ　固定資産

資産合計

（ 単位： 千円 ）

平成16年9月30日 平成17年9月30日 平成17年3月31日

（負債の部）

Ⅰ　流動負債 3,137,219 2,437,528 3,284,670

Ⅱ　固定負債 5,994,987 5,260,818 5,435,988

資産合計 9,132,206 7,698,346 8,720,659負債合計

（少数株主持分）

（資本の部）

Ⅰ　資本金 800,000 800,000 800,000

Ⅱ　資本剰余金 300,000 300,000 300,000

Ⅲ　利益剰余金 △992,080 △271,142 △294,375

Ⅳ　その他有価証券評価差額金 25,263 36,434 40,101

Ⅴ　自己株式 △11,007 △11,129 △11,129

資本合計 122,175 854,163 834,596

負債、少数株主持分及び資本合計 9,255,547 8,555,238 9,557,446

（ 単位： 千円 ）

平成16年9月30日 平成17年9月30日 平成17年3月31日

Ⅱ 売上原価 3,077,614 3,148,715 8,160,947

売上総利益 952,221 1,255,771 2,860,535

1,266,776 1,239,199 2,622,439

営業損失 314,555 ― ―

Ⅴ 営業外費用 71,287 42,898 129,024

　　経常利益 ― 18,404 213,239

　　経常損失 340,232 ― ―

Ⅵ 特別利益 68,566 48,097 331,997

Ⅶ 特別損失 9,751 32,306 127,841

税金等調整前中間（当期）純利益 ― 34,194 417,395

281,417 ― ―

Ⅰ 売上高 4,029,835 4,404,486 11,021,482

Ⅳ 営業外収益 45,610 44,730 104,168

営業利益 ― 16,571 238,095

税金等調整前中間純損失

少数株主利益 ― 613 666

358 ― ―少数株主損失

△3,053 △1,469 △4,189法人税等調整額

― 23,233 404,471中間（当期）純利益

中間純損失 293,233 ― ―

Ⅲ 販売費及び一般管理費

（ 単位： 千円 ）

中間連結損益計算書

　   少数株主持分 1,165 2,728 2,190

15,228 11,818 16,447法人税、住民税及び事業税



５

７．中間財務諸表等

中 間 貸 借 対 照 表

5,323,040

3,924,301

9,247,342

5,585,175

2,933,113

8,518,289

6,610,273

2,955,081

9,565,354

平成16年9月30日 平成17年9月30日 平成17年3月31日

（資産の部）

Ⅰ　流動資産

Ⅱ　固定資産

資産合計

（ 単位： 千円 ）

平成16年9月30日 平成17年9月30日 平成17年3月31日

（負債の部）

Ⅰ　流動負債 3,126,372 2,409,267 3,294,043

Ⅱ　固定負債 5,994,987 5,260,818 5,435,988

資産合計 9,121,360 7,670,085 8,730,031負債合計

（資本の部）

Ⅰ　資本金

Ⅱ　資本剰余金

Ⅲ　利益剰余金

Ⅳ　その他有価証券評価差額金

Ⅴ　自己株式

資本合計

負債・資本合計

800,000

300,000

△988,274

25,263

△11,007

125,981

9,247,342

800,000

300,000

△277,101

36,434

△11,129

848,204

8,518,289

800,000

300,000

△293,649

40,101

△11,129

835,322

9,565,354

（ 単位： 千円 ）

平成16年9月30日 平成17年9月30日 平成17年3月31日

Ⅱ 売上原価 3,100,478 3,157,658 8,202,897

売上総利益 949,972 1,244,947 2,857,047

1,264,266 1,217,028 2,606,783

営業損失 314,293 ― ―

Ⅴ 営業外費用 71,254 42,984 128,991

　　経常利益 ― 6,428 211,634

　　経常損失 344,970 ― ―

Ⅵ 特別利益 68,405 48,169 331,774

Ⅶ 特別損失 9,751 32,306 127,841

税引前中間（当期）純利益 ― 22,291 415,567

286,316 ― ―

Ⅰ 売上高 4,050,451 4,402,605 11,059,945

Ⅳ 営業外収益 40,577 21,493 90,361

営業利益 ― 27,919 250,263

税引前中間純損失

Ⅲ 販売費及び一般管理費

中間（当期）純利益 ― 16,548 403,359

291,266 ― ―中間純損失

△1,473 △944 △2,947法人税等調整額

2,028,344 302,577 2,028,344前期繰越損失

資本減少による欠損填補額 1,318,060 ― 1,318,060

1,001,550 286,029 306,925中間（当期）未処理損失

（ 単位： 千円 ）

中 間 損 益 計 算 書

6,423 6,687 15,155法人税、住民税及び事業税


